
京都産業大学同窓会 関東支部規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、京都産業大学同窓会関東支部（以下｢支部｣という。）と称する。  

 

（目的） 

第２条 支部は、支部会員相互の親睦を図るとともに京都産業大学及び京都産業大学同窓

会の充実発展に寄与することを目的とする。 

 

（事業）  

第３条 支部は、前条の目的を達成するために必要な事業を行う。 

 

（会員）  

第４条 支部の会員は、正会員・準会員・賛助会員の３種とする。 

２ 正会員は、京都産業大学各学部を卒業した者及び京都産業大学大学院を修了した者で、

次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１）東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬県及び山梨県（以下「関

東エリア」という。）内に在住する者 

（２）関東エリア内の事業所等に勤務する者 

３ 準会員は、関東エリア内の事業所等に勤務していた者で、引き続き入会を希望し役員会

の承認を得た者とする。 

４ 賛助会員は、京都産業大学各学部に在籍していた者で、入会を希望し役員会の承認を得

た者とする。 

 

（役員） 

第５条 支部に、次の役員を置く。 

（１）支部長   １名 

（２）副支部長  ２名以内 

（３）幹事長   １名 

（４）理事    ５名以内（事務長・広報部長・青年部長・女子会長等） 

（５）会計    １名 

（６）監事    １名 

 

（役員の承認） 

第６条 支部の役員は、総会において承認する。 

 

（役員の職務） 

第７条 役員の職務は、次のとおりとする。 

（１）支部長は、当支部を代表し、統括する。また、総会及び役員会の議長となる。 

（２）副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故があった場合には、その職務を代行す

る。  

（３）幹事長は、支部長の命を受け事務を総括する。 

（４）理事は、支部運営に関わる重要事項を審議する。 

（５）会計は、支部長の命を受け経理し、総会に報告する。 

（６）監事は、会計の監査結果を総会に報告する。 

 



（役員の任期）  

第８条 役員の任期は３年とする。ただし、再任は妨げない。  

２ 役員に欠員が生じたときには、役員会において後任の役員を選任するものとする。 

３ 前項により選任された補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会計）  

第９条 支部の会計年度は、毎年４月１日に開始し、翌年３月３１日に終了する。  

２ 支部の経費は、会費、補助金、寄付金及びその他の収入をもって充てる。  

３ 前項の会費は、現金一括払いとする。なお、金額及び徴収方法は、別途通知する。 

 

（顧問）  

第１０条 支部に、顧問を置くことができる。 

２ 顧問の任免は、役員会の承認を得て決定する。 

３ 顧問は、支部長の諮問に応じ、役員会等に出席して意見を述べることができる。 

 

（総会） 

第１１条 総会は、通常年１回開催する。ただし、必要に応じて役員会の決定により臨時総

会を開催することができる。 

２ 総会は、役員会の承認を得て支部長が招集する。 

３ 総会の議事は、出席者の過半数をもって決定するものとし、可否同数のときは議長の決

するところによる。 

 

（役員会）  

第１２条 役員会は、第５条の役員で構成し、支部の運営に当たる。 

２ 役員会は、支部長が招集する。  

３ 役員会は、第５条の役員現在数の２分の１以上の出席により成立するものとする。 

４ 役員会の議事は、出席者の過半数をもって決定するものとし、可否同数のときは議長の

決するところによる。 

 

（事務局）  

第１３条 支部の事務局は、支部長が指定したところに置く。 

 

（規約改正）  

第１４条 この規約の改正は、総会において出席した会員の３分の２以上の同意を得て行

うことができる。 

 

（補足）  

第１５条 この規約に定めるもののほか、支部の運営に関し必要な事項は、役員会の承認を

得て別に定めることができる。 

 

 

附 則  

この規約は、昭和４７年５月１４日から施行する。 

 

  附 則 

この規約は、平成２７年７月２６日から適用する。 

 



附 則 

この規約は、平成２９年１０月２１日から適用する。 


